
寒川町立旭小学校「学習の手引き」                     令和５年度 第４学年 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※都合により授業内容を変更することがあります。 

 

【１学期】 

 ・県の地図を広げて ・健康なくらしとまちづくり（ごみはどこへ） 

 ・昔のよさを未来に伝えるまちづくり ・国際交流のさかんなまちづくり 

【２学期】 

 ・自然災害にそなえるまちづくり（地震にそなえるまちづくり） ・地域で受けつがれてきたもの 

・健康なくらしとまちづくり（水はどこから） ・昔から今へと続くまちづくり 

【３学期】 

 ・わたしたちの県のまちづくり  

知識・理解 

自分たちの都道府県の地理的環境の特色、

地域の人々の健康と生活環境を支える働き

や自然災害から地域の安全を守るための諸

活動、地域の伝統と文化や地域の発展に尽

くした先人の働きなどについて、人々の生

活との関係を踏まえて理解しているととも

に、調査活動、地図帳や各種の具体的資料

を通して、必要な情報を調べまとめている。 

（テストやノートの記述等） 

４年生の社会では、こんな力をつけよう！ 伸ばそう！ 

 

 

教科の目標 

（1）地域の産業や消費生活の様子，人々の健康な生活や良好な生活環境及び安全を守るための諸活動について理解できるよ

うにし，地域社会の一員としての自覚をもつようにします。 

（2）地域の地理的環境，人々の生活の変化や地域の発展に尽くした先人の働きについて理解できるようにし，地域社会に対

する誇りと愛情を育てるようにします。 

（3）地域における社会的事象を観察，調査するとともに，地図や各種の具体的資料を効果的に活用し，地域社会の社会的事

象の特色や相互の関連などについて考える力，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにします。 

思考・判断・表現 

地域における社会的事象の特

色や相互の関連、意味を考え

たり、社会に見られる課題を

把握して、その解決に向けて

社会への関わり方を選択・判

断したり、考えたことや選

択・判断したことを表現した

りしている。（テストやノート

等の記述、活動の様子など） 

学年の目標 ～つけたい力～ 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追求したり解決したりする活動を通して、グローバル化する国際社会に主体的に

生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

（１） 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史や伝統と文化を通して社会生

活について理解するとともに、様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるよう

にする。 

（２） 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて

社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことや選択・判断したことを適切に表現する力を養う。 

（３） 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うとともに、多角的な思考や

理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚、我が国の国土と歴史に対する愛情、

我が国の将来を担う国民としての自覚、世界の国々の人々とともに生きていくことの大切さについての自覚など

を養う。 

主体的に学習に取り組む態度

地域における社会的事象につ

いて、地域社会に対する誇り

と愛情をもつ地域社会の将来

の担い手として、主体的に問

題解決しようとしたり、より

よい社会を考え学習したこと

を社会生活に生かそうとした

りしている。（活動の様子や言

動、発表や記述など） 

評価の観点 ～伸ばしたい力～ 

授業内容 


